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議会だよりはこのコード
からご覧いただけます。

主 

な 

内 

容

第１回臨時会のあらまし

予算決算委員会の審査報告

各会派討論の内容

意 見 書

議会基本条例パブコメの報告
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舞鶴市議会では、ＩＣＴの取り組みを進めており、第20期からタブレット等を活用し、
ペーパーレス会議をすることとしております。

議決結果は
このコードから
ご覧いただけます。

被災されました皆さまに心よりお見舞い申し上げます
　平成30年７月豪雨で被災されました皆さまに舞鶴市議会として心からお見舞い申し上げます。
　本年７月に西日本を中心に襲った豪雨は、本市でも、人的被害をはじめ、土砂崩れ等による道路
寸断、家屋や農地などへの浸水被害など、甚大な被害を受けました。被災地の復旧・復興に当たっ
ては、ボランティアの方々にも多数ご支援いただき心から感謝申し上げます。
　市議会といたしましても、被災されました皆様が一日も早くもとの生活を取り戻せるよう支援し
てまいります。

　市長から提案された議案は、第70号議案から第73議案までの4議案です。
　今回の補正予算のうち、一般会計に係る補正は、平成30年7月豪雨により、家屋の浸水被害
や土砂崩れなどによる被害に遭われた方々の生活再建を支援するための経費や、農業者や中小

企業などの事業再建を支援する一方で、被災した
道路、河川などの社会基盤を復旧するために必要
な経費が措置されたものです。
　また、国民健康保険や介護保険の特別会計補正
予算は、平成30年7月豪雨による被災者の保険
料、診療や介護サービスを受けた際の自己負担の
減免を行い、被災者の支援に要する経費が措置さ
れたものです。 

●平成30年7月豪雨による被災者を支援
　総額11億6055万円の平成30年度一般会計補正予算など
　4議案を可決

●平成30年7月豪雨による被災者を支援
　総額11億6055万円の平成30年度一般会計補正予算など
　4議案を可決
　舞鶴市議会では、平成30年第1回臨時会を去る8月9日（木）に開催し、市長から
提案された平成30年度一般会計補正予算など4議案を
審議の結果、いずれも原案のとおり可決しました。
　また、 「平成30年7月豪雨に係る災害対策に関する
意見書」を議員発議し、原案のとおり可決しました。
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西市民プラザ付近の浸水の様子
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不
要
不
急
の

事
業
の
見
直
し
を

　

賛
成
す
る
。
西
日
本
を

中
心
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
７
月
豪
雨
。
本

市
の
雨
量
で
も
、
７
月
観

測
史
上
１
位
の
数
値
を
更

新
し
て
お
り
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
。

　

上
福
井
地
区
の
避
難
指

示
世
帯
に
「
舞
鶴
市
災
害

見
舞
金
支
給
規
程
」
を
見

直
し
、
支
給
対
象
に
す
る

こ
と
は
、
被
災
者
の
願

い
に
沿
っ
た
柔
軟
な
対

応
だ
。
５
０
４
世
帯
の

床
下
浸
水
被
害
へ
も
、

市
の
支
援
を
求
め
る
。

　

５
年
間
に
３
回
災
害

救
助
法
の
適
用
を
受
け

る
大
き
な
自
然
災
害
を

受
け
て
い
る
本
市
。
今
回

の
補
正
予
算
で
、
財
政
調

整
積
立
金
よ
り
、
３
億
４

３
７
３
万
円
の
繰
り
入
れ

で
、
30
年
度
末
の
基
金
残

高
が
７
億
２
２
０
０
万
円

と
な
る
見
込
み
だ
。
今
後

も
台
風
な
ど
の
襲
来
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に

間
違
い
な
い
。
今
後
の
財

政
運
営
で
は
、
不
要
不
急

の
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
再
整

備
事
業
な
ど
の
公
共
事
業

を
見
直
す
な
ど
、
市
民
本

位
の
財
政
運
営
を
す
べ
き

だ
。

　

被
災
者
が
希
望
を
持
っ

て
前
に
進
む
こ
と
が
で
き

る
支
援
を
抜
本
的
に
強
め

る
こ
と
を
求
め
る
。

さらなる災害見舞金
対象者の拡充を

小 杉 悦 子
日本共産党議員団

山崩れでふさがれた道路（岡田上地区）

Ｑ　

歳
入
の
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
と
は
？

Ａ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
災
害
支
援
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
現
時
点

で
１
６
５
件
、
２
８
５
万

５
５
０
０
円
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
い
た
。
口
座
振
込

等
に
よ
る
支
援
を
合
わ
せ

る
と
３
０
０
万
円
を
超
え

る
。
全
て
災
害
復
旧
の
た

め
に
活
用
し
た
い
。

Ｑ　

災
害
見
舞
金
の
配
付

状
況
は
？

Ａ　

８
月
８
日
現
在
で
、

半
壊
２
世
帯
、
避
難
指
示

対
象
世
帯
21
世
帯
、
床
上

浸
水
２
３
３
世
帯
の
合
計

２
５
６
世
帯
に
配
付
を

行
っ
た
。

Ｑ　

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

の
復
旧
の
め
ど
や
対
応
は
？

Ａ　

全
線
で
多
く
の
被
害

が
あ
っ
た
。
現
在
、
四
所

駅
と
東
雲
駅
間
で
復
旧
作

業
を
進
め
て
お
ら
れ
、
８

月
末
の
完
了
を
見
込
ん
で

い
る
。
ま
た
、
全
線
の
安

全
確
認
を
行
い
、
被
災
箇

所
の
機
能
強
化
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
、
個
々
に
検

討
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

Ｑ  

災
害
時
に
お
け
る
旧
軍

港
市
相
互
応
援
協
定
に
係

る
支
援
経
費
の
内
容
は
？

Ａ　

呉
市
へ
の
災
害
復
旧

に
必
要
な
資
機
材
や
、
職

員
派
遣
の
旅
費
・
レ
ン
タ

カ
ー
や
燃
料
等
の
経
費
で

あ
る
。

Ｑ　

上
福
井
地
区
の
復
旧

の
め
ど
や
工
事
内
容
は
？

Ａ　

土
砂
災
害
に
よ
る
応

急
仮
設
工
事
は
完
了
し
、

今
後
、
京
都
府
に
よ
る
地

質
調
査
等
を
行
い
、
恒
久

的
な
対
策
が
行
わ
れ
る
見

込
み
。
現
時
点
で
は
、
調

査
未
了
の
た
め
完
成
時
期

は
未
確
定
で
あ
る
。

Ｑ　

河
川
災
害
の
国
庫
補

助
事
業
に
な
る
基
準
は
？

Ａ　

河
川
に
つ
い
て
は
、

深
さ
が
１
㍍
以
上
の
河
川

で
あ
り
、
被
災
し
た
時
の

水
位
が
深
さ
の
５
割
以
上
、

復
旧
費
に
60
万
円
以
上
掛

か
る
こ
と
、
一
定
以
上
の

降
雨
量
が
あ
る
こ
と
が
条

件
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

以
外
は
市
の
単
費
で
対
応

す
る
。

Ｑ　

保
険
料
減
免
対
象
者

数
は
？

Ａ　

保
険
料
の
減
免
対
象

世
帯
数
は
１
３
０
世
帯
、

医
療
機
関
窓
口
で
の
一
部

負
担
金
の
減
免
対
象
者
数

は
２
０
４
人
と
見
込
ん
で

い
る
。

Ｑ　

保
険
料
と
利
用
者
負

担
金
の
減
免
対
象
者
数

は
？

Ａ　

保
険
料
の
減
免
対
象

者
は
２
５
１
人
、
利
用
料

負
担
の
一
部
減
免
対
象
者

は
65
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨

災
害
被
災
者
支
援
事
業

被
災
者
住
宅
応
急
借
上
経
費

河
川
災
害
復
旧
事
業
費

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

災
害
復
旧
事
業
費
補
助

平
成
30
年
７
月
豪
雨

被
災
地
支
援
経
費

平
成
30
年
度
一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

介
護
保
険
事
業
会
計

救
助
艇
で
救
助
さ
れ
る
様
子

志高地域の浸水の様子

予
算
決
算
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

※旧軍港市相互応援協定…旧軍港４市（横須賀市、呉市、佐世保市、舞鶴市）が、被災地の応急対策や復旧対策など円滑に進めるため、
　　　　　　　　　　　　平成24年に締結したもの。

※

2平成30年8月31日

Ｑ援Ａ活にいで５い

2平成30年8月31日

予算決算委員会の審査報告本会議において付託された議案４件を
予算決算委員会で審査しました。

ふ
る

平
成 予

230年8月31日

の審査報告
討  論8月9日の臨時会において、提案された議案に対して各会派が討論をしました。



　

会
派
を
代
表
し
、
全
議

案
に
賛
成
し
討
論
す
る
。

　

初
め
に
、
こ
の
７
月
豪

雨
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
の
１
日
も
早
い
元
通
り

の
生
活
や
、
生
産
活
動
の

再
開
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

第
70
号
議
案
、
今
般
の

災
害
の
た
め
府
補
助
金
、

繰
入
金
、

市
債
で
予

算
措
置
を

し
、
災
害

弔
慰
金
、

災
害
見
舞

金
、
災
害

援
護
資
金

貸
付
金
に

充
て
る
専

決
処
分
を
承
認
す
る
。

　

第
71
号
議
案
、
舞
鶴
市

一
般
会
計
補
正
予
算
の
補

正
額
は
、
国
府
補
助
を
含

め
て
約
11
億
６
千
万
円
で
、

市
の
一
般
財
源
は
約
３
億

４
千
万
円
で
あ
り
、
主
な

事
業
は
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ

鉄
道
災
害
復
旧
や
被
災
地

へ
の
職
員
派
遣
、
農
機
具

等
農
業
設
備
復
旧
支
援
、

中
小
企
業
災
害
復
旧
、
道

路
橋
り
ょ
う
・
河
川
災
害

復
旧
事
業
等
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
今
般
の
７
月

豪
雨
に
際
し
、
い
ち
早
く

災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
、
市
職
員
や
消
防
団
関

係
者
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対

応
、
ま
た
自
治
会
の
皆
さ

ん
の
活
躍
に
感
謝
す
る
。

市政・市民の迅速な
対応に感謝

和佐谷　寛
新政クラブ議員団

　

第
１
回
臨
時
会
に
上
程

さ
れ
た
全
議
案
に
賛
成
す

る
。
災
害
救
助
費
の
追
加

予
算
に
よ
る
対
応
は
早
く
、

休
日
を
返
上
し
て
、
被
災

者
に
お
見
舞
金
を
届
け
て

い
た
だ
き
感
謝
す
る
。
７

月
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
、

被
害
を
受
け
た
方
へ
の
生

活
再
建
の
ほ
か
、
避
難
指

示
に
よ
り
自
宅
に
戻
る
こ

と
の
で
き
な
い
住
民
の
声

を
聴
く
中
で
、
素
早
く
市

営
住
宅
や
民
間
の
住
宅
借

り
上
げ
の
対
応
を
し

て
い
た
だ
き
敬
意
を

表
す
。
災
害
復
旧
事

業
は
、
農
業
生
産
活

動
の
維
持
と
農
業
経

営
の
安
定
を
図
る
も

の
で
あ
る
。
被
災
し

た
道
路
、
河
川
な
ど

早
期
に
災
害
復
旧
す

る
た
め
、
国
・
府
と

の
連
携
を
図
る
と
と

も
に
、
農
業
関
連
で

は
、
査
定
前
着
工
制

度
の
活
用
に
よ
っ
て
、
災

害
査
定
を
待
た
ず
に
応
急

復
旧
工
事
に
着
手
で
き
る

よ
う
支
援
を
お
願
い
す
る
。

ま
た
、
激
甚
災
害
の
指
定

に
よ
っ
て
、
補
助
率
の
か

さ
上
げ
が
適
用
さ
れ
る
中
、

さ
ら
な
る
負
担
軽
減
に
よ

る
、
細
や
か
な
対
応
を
お

願
い
す
る
。
住
民
の
安
心

と
安
全
の
確
保
の
た
め
に
、

大
変
忙
し
い
中
で
は
あ
る

が
、
重
ね
て
の
ご
尽
力
を

お
願
い
す
る
。

７
月
豪
雨
災
害
の

早
期
復
旧
を

松 田 弘 幸
公明党議員団

　

上
程
さ
れ
た
全
議
案
に

対
し
賛
成
し
、
討
論
す
る
。

舞
鶴
市
で
は
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
す
る

対
応
力
の
強
化
と
市
民
の

危
機
管
理
意
識
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
災

害
に
強
い
ま
ち
と
は
、
河

川
の
治
水
対
策
、
内
水

対
策
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
行
う
と
同
時
に
、

地
域
の
人
々
が
助
け
合

え
る
よ
う
な
関
係
が
構

築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。
今
回

の
豪
雨
で
明
ら
か
に

な
っ
た
実
態
の
一
つ
に

災
害
弱
者
支
援
が
あ
る
。

要
支
援
者
の
個
別
（
避

難
）
計
画
が
未
策
定
で
、

こ
れ
ら
の
要
支
援
者
が

置
き
去
り
に
さ
れ
災
害
に

巻
き
込
ま
れ
る
事
例
が
多

数
発
生
し
た
。
毎
年
の
よ

う
に
災
害
に
見
舞
わ
れ
る

地
域
の
防
災
事
業
を
早
急

に
進
め
る
こ
と
と
併
せ
て
、

市
民
の
人
命
確
保
の
た
め

の
対
策
も
必
要
で
あ
り
、

特
に
、
要
支
援
者
の
個
別

（
避
難
）
計
画
に
つ
い
て

も
推
進
す
る
こ
と
を
提
言

す
る
。
な
お
、
今
回
の
災

害
に
お
い
て
身
命
を
賭
し

て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
海

上
自
衛
隊
、
海
上
保
安
庁
、

京
都
府
警
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
る
。

治水・内水対策と
個別避難計画の推進を

肝 付 隆 治
創政クラブ議員団

個別（避難）計画の作成

頻発した土砂崩れ災害の爪痕

豪雨で増水した伊佐津川の大和橋付近

3 まいづる市議会だよりNo.159

水対策と

討  論8月9日の臨時会において、提案された議案に対して各会派が討論をしました。



避
難
情
報
の
連
携
を

　

市
議
会
で
は
、
議
会
及
び
議
員
の
責
務
を
自
覚
し

な
が
ら
市
民
の
負
託
に
全
力
で
応
え
、
市
民
福
祉
の

向
上
と
市
勢
の
発
展
に
尽
く
す
こ
と
を
目
的
に
「
舞
鶴

市
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
素
案
に
対
し
て
、
市
議
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
手
続
制
度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
） 

に
基
づ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
た
結
果
、
３
人

か
ら
26
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
（
募
集
期
間
：
５
月

29
日
〜
６
月
28
日
）。

　

意
見
を
踏
ま
え
た
同
条
例
案
は
、
９
月
定
例
会
に

お
い
て
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

可
決
し
た
意
見
書
の
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
▽
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に

係
る
災
害
対
策
に
関
す
る

意
見
書

　

本
年
７
月
に
西
日
本
を

中
心
に
襲
っ
た
豪
雨
は
、

本
市
に
も
土
砂
災
害
等
に

よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
国
に
お
か
れ

て
は
、
被
災
者
に
対
す
る

支
援
、
災
害
の
早
期
復
旧

及
び
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
に
向
け
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
強

く
要
望
す
る
。

１　

由
良
川
緊
急
治
水
対

策
の
早
期
完
成
を
図
る

と
と
も
に
、
内
水
被
害

の
軽
減
に
向
け
た
対
策

の
促
進
を
図
る
こ
と

２　

舞
鶴
西
市
街
地
の
浸

水
被
害
解
消
に
向
け
た

総
合
的
な
治
水
対
策
を

早
期
に
講
じ
る
た
め
、

二
級
河
川
の
整
備
や
内

水
対
策
等
に
特
段
の
財

政
措
置
を
講
じ
る
こ
と

３　

上
福
井
地
区
の
土
砂

災
害
対
策
に
つ
い
て
、

早
期
復
旧
に
向
け
、
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
４　

被
災
し
た
道
路
、
河

川
、
農
地
・
農
業
用
施

設
、
治
山
、
林
道
等
の

早
期
復
旧
に
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。
特

に
主
要
幹
線
道
路
に
つ

い
て
は
、
孤
立
化
や
物

流
機
能
等
の
支
障
が
生

じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

災
害
に
強
い
交
通
網
の

整
備
に
向
け
た
措
置
を

講
じ
る
こ
と

５　

被
災
住
民
や
事
業
者

が
、
も
と
の
生
活
や
仕

事
を
取
り
戻
す
た
め
に

必
要
な
各
種
支
援
制
度

に
つ
い
て
、
十
分
な
財

政
措
置
を
講
じ
る
こ
と

６　

自
治
体
の
応
急
対
応

や
復
旧
復
興
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
、
特
別

交
付
税
に
よ
る
財
政
支

援
等
十
分
な
財
政
措
置

を
講
じ
る
こ
と
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意　

見　

書

対応の内訳
議
会
基
本
条
例（
素
案
）に
対
す
る

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

今
回
の
補
正
は
７
月
豪

雨
に
よ
り
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
へ
の
復
旧
支
援

策
で
あ
り
賛
成
す
る
。
特

に
農
業
へ
の
支
援
で
は
、

毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ

れ
る
浸
水
被
害
か
ら
受
け

る
「
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
」

が
非
常
に
大
き
く
、
加
え

て
経
済
的
な
困
難
に
も
み

ま
わ
れ
、
生
産
意
欲
が
低

下
す
る
こ
と
へ
の
配

慮
が
必
要
だ
。
農
業

者
が
将
来
に
希
望
を

持
っ
て
、
安
心
し
て

農
業
を
続
け
て
い
け

る
よ
う
、
農
地
の
か

さ
上
げ
に
よ
る
土
地

改
良
事
業
な
ど
、
水

害
に
強
い
農
場
づ
く

り
対
策
を
よ
り
速
や

か
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

次
に
、
こ
の
た
び
の
豪

雨
で
は
、
事
前
に
避
難
指

示
が
出
て
い
な
い
中
で
大

雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ

た
。
過
去
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
自
然
の
猛
威
か

ら
い
か
に
市
民
の
命
を
守

る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
市
と
し
て
は
、
気
象

庁
の
防
災
気
象
情
報
と
市

が
出
す
避
難
情
報
の
連
携

の
在
り
方
を
よ
く
考
え
、

適
切
な
避
難
勧
告
や
指
示

に
よ
り
、
市
民
が
速
や
か

に
避
難
所
な
ど
へ
の
避
難

行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
今

後
し
っ
か
り
と
対
策
を
講

じ
る
べ
き
で
あ
る
。

繰り返す水害から
農業を守る対策を

松 岡 茂 長
鶴翔会議員団

水没したパイプハウス

閲覧できます
舞鶴市議会基本条例（素案）や市議会
パブリック・コメント手続制度の結果は、
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情報コーナーでご覧いただけます。

意見に対する市議会の考え方を説明し案ど
おりとして理解いただくもの
案に対する間接的な意見に対し、市議会の
考え方を説明するもの

意見の趣旨がすでに盛り込まれているもの
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意見を踏まえて修正を行うもの １件
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４件

14件
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今
回

雨
に
よ

れ
た
方

策
で
あ

に
農
業

毎
年
の

れ
る
浸

る
「
精

が
非
常

て
経
済

ま
わ
れ

繰り返す水害から

意見書、議会基本条例パブコメの報告

4平成30年8月31日

コメの報告

4430年8月31日30年8月31日

討  論8月9日の臨時会において、提案された議案に対して各会派が討論をしました。


